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て
い
る
。

　
今
も
残
る
木
下
街
道
は
江
戸

と
下
利
根
川
方
面
を
結
ぶ
最
短

の
陸
路
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。

元
禄
年
間
に
は
江
戸
の
人
口
は

1
0
0
万
人
を
超
え
た
と
さ
れ
、

そ
の
胃
を
満
た
す
に
は
東
京
湾

の
魚
介
だ
け
で
は
追
い
つ
か
な

く
な
っ
た
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ

た
の
が
銚
子
沖
で
獲
れ
る
鮮
魚

類
。
こ
れ
を
い
か
に
早
く
江
戸

に
運
ぶ
か
で
脚
光
を
浴
び
た
の

が
、
銚
子
～
木
下
は
船
で
利
根

川
を
遡
り
、
木
下
街
道
を
辿
っ

て
行
徳
河
岸
、
そ
し
て
日
本
橋

小
網
町
に
至
る
ル
ー
ト
だ
っ
た
。

木
下
河
岸
は
鮮
魚
輸
送
の
荷
揚

げ
、
幕
府
公
認
の
城
米
津
出
し

河
岸
と
し
て
大
繁
栄
を
し
た
。

こ
の
勢
い
は
明
治
に
入
っ
て
も

続
き
、
文
明
開
化
の
象
徴
で
も

あ
る
蒸
気
船
が
行
き
交
う
木
下

に
は
当
時
、
旅
館
が
　
も
軒
を
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連
ね
た
と
い
う
。

　
そ
の
中
に
あ
っ
て
吉
岡
家
は

江
戸
期
に
河
岸
問
屋
、
名
主
を

務
め
、
明
治
に
入
り
蒸
気
船
と

郵
便
事
業
を
行
い
、
明
治
　
年
10

と
し
て
再
生
し
た
。
以
来
、
毎
月

一
回
、
第
一
土
曜
日
に
一
般
公
開

す
る
か
た
わ
ら
、　
年
に
シ
ロ
ア
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リ
や
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害

の
修
復
な
ど
本
格
的
な
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
行
い
現
在
の
姿
に

な
っ
た
。
ま
さ
に
市
民
手
作
り
の

博
物
館
で
、
木
下
河
岸
三
社
詣
出

舟
之
図
や
山
岡
鉄
舟
筆
に
よ
る

「
銚
港
丸
」
の
書
・
写
真
や
銭
箱
、

印
半
纏
な
ど
の
史
料
の
ほ
か
、
付

属
の
竹
庭
に
は
国
指
定
天
然
記
念

物
「
木
下
貝
層
」
の
貝
の
化
石
で

造
ら
れ
た
灯
篭
、
水
運
の
守
り

神
・
水
天
宮
の
社
も
あ
り
、
訪
れ

る
人
々
に
か
つ
て
の
隆
盛
を
謳
っ

 木
下
河
岸
の
繁
栄
を
今
に
伝
え
る

　
　
　
　「
吉
岡
ま
ち
か
ど
博
物
館
」

広報レポーター： 岡田  
お か だ

 芳文 （平賀）
よしふみ

何
も
せ
ず
過
ぎ
た
る
ひ
と
日
よ
点
し
ゐ
る
ハ
ー
ブ
の
香
り
部
屋
に
ひ
ろ

が
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
林
　
　
　
本
間
百
々
代

泣
き
と
よ
む
子
供
に
母
は
唄
ひ
を
り
「
涙
の
数
だ
け
強
く
な
れ
る
と
」

小
倉
台
　
　
　
小
澤
芙
美
子

遅
蒔
き
の
コ
ス
モ
ス
な
れ
ど
陽
に
向
ひ
日
ご
と
伸
び
ゆ
く
蕾
を
つ
け
て

西
の
原
　
　
　
新
井
　
陽
子

廃
屋
と
見
し
家
の
庭
丈
高
く
を
み
な
へ
し
咲
く
も
少
し
淋
し
き

別
　
所
　
　
　
熱
田
　
克
子

吹
井
戸
に
ト
マ
ト
胡
瓜
の
冷
し
あ
る
農
家
の
庭
に
鶏
頭
の
咲
く

　
小
倉
台
　
　
　
後
藤
　
貞
子

秋
雨
の
一
ト
日
や
作
る
保
存
食

竜
腹
寺
　
　
　
五
十
嵐
栄
子

す
す
き
野
へ
身
の
置
き
ど
こ
ろ
揺
ら
ぎ
お
り大
　
森
　
　
　
吉
田
　
弘
子

秋
惜
し
む
別
れ
の
握
手
痛
き
ほ
ど

滝
　
野
　
　
　
佐
藤
　
絹
子

酢
加
減
は
我
が
好
み
と
す
菊
膾

発
　
作
　
　
　
関
口
千
代
子

佛
壇
の
父
母
に
コ
ス
モ
ス
明
り
か
な

岩
　
戸
　
　
　
荒
木
　
コ
ト

　
吉
岡
ま
ち
か
ど
博
物
館
（
木
下

1
4
8
4
）
は
白
壁
の
土
蔵
。
江

戸
～
明
治
時
代
に
、
こ
の
地
に
繁

栄
を
も
た
ら
し
た
木
下
河
岸
と
木

下
街
道
の
繁
栄
の
名
残
り
の
品
々

を
伝
え
て
い
る
。
土
蔵
そ
の
も
の

も
当
時
こ
の
地
で
河
岸
問
屋
・
回

漕
店
を
営
む
界
隈
き
っ
て
の
豪

商
・
吉
岡
家
が
実
際
に
使
用
し
て

い
た
蔵
で
明
治
　
年
に
建
造
さ
れ

24

た
も
の
だ
。

　
傷
み
が
酷
か
っ
た
こ
の
土
蔵
を

市
民
団
体
の
「
木
下
ま
ち
育
て
塾

（
伊
藤
哲
之
会
長
）」
が
無
償
で
借

り
受
け
、
東
京
電
機
大
学
や
地
域

住
民
の
協
力
を
得
て
修
復
、
平
成

　
年
秋
に
吉
岡
ま
ち
か
ど
博
物
館
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掲載情報は10月29日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　「
印
旛
特
別
支
援
学
校
」（
平
賀

1
1
6
0
―
2
）
は
、
県
立
の
学

校
で
す
。
訪
問
し
た
時
は
下
校
時

で
、
生
徒
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
家

族
の
車
な
ど
で
帰
宅
す
る
時
間
帯

で
し
た
。
そ
ん
な
慌
た
だ
し
い

中
、
小
林
克
彦
校
長
と
砂
川
博

延
教
頭
が
、
丁
寧
に
対
応
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
知
的
障
害
や
重
複

し
た
障
害
の
あ
る
小
学
部
、
中

学
部
、
高
等
部
の
児
童
・
生
徒

を
一
体
的
に
教
育
す
る
学
校
で
、

現
在
2
0
7
人
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
　
人
は
、
今

15

年
4
月
か
ら
佐
倉
南
高
校
に
開

設
さ
れ
た
「
さ
く
ら
分
校
」
に

通
学
中
。
現
在
、
児
童
・
生
徒

数
が
増
加
し
て
き
た
た
め
教
室

が
足
ら
ず
、
特
別
教
室
を
普
通

教
室
に
充
て
て
対
応
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
砂
川
教
頭
に
教
育
指
導
の
重

点
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
と

「
小
学
部
で
は
、
食
事
や
着
替

え
、 排
泄
 な
ど
の
基
本
的
な
生

は
い
せ
つ

活
の
力
、
中
学
部
で
は
社
会
生

活
に
向
け
、
自
分
を
発
揮
で
き

る
力
、
高
等
部
で
は
就
職
や
施

設
で
の
仕
事
を
目
指
し
て
社
会

参
加
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
、
ま
た
い
ず
れ
の
学
部
で

も
自
分
の
役
割
を
担
っ
て
果
た

そ
う
と
す
る
態
度
や
姿
勢
を
育

て
る
」
と
の
こ
と
。

　
校
内
を
巡
る
と
、
廊
下
や
踊

り
場
は
、
ゆ
っ
た
り
と
広
く
各

校
舎
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
備

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
車

い
す
用
昇
降
口
の
ス
ロ
ー
プ
、

手
す
り
の
付
い
た
ト
イ
レ
な
ど

随
所
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
配
慮

が
見
ら
れ
ま
す
。
高
等
部
に
は
、

工
芸
室
・
木
工
室
・
陶
芸
室
・

手
芸
室
な
ど
の
作
業
室
が
あ
り
、

各
々
の
教
室
の
棚
や
机
上
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
作
り
の
作
品
が

沢
山
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
同
校
で
毎

年
　
月
に
開
催
す
る
「
い
ん
ば

10
祭
り
」
や
よ
し
き
り
フ
ェ
ア
で

も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

代
に
は
相
次
ぎ
蒸
気
船「
銚
港
丸
」

を
建
造
、
日
本
最
大
の
個
人
汽
船

業
者
に
な
っ
た
（
吉
岡
ま
ち
か
ど

博
物
館
改
修
記
録
か
ら
）。

　
ま
ち
育
て
塾
の
伊
藤
会
長
は

「
木
下
駅
圏
に
は
今
も
　
数
棟
の
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蔵
・
町
屋
が
あ
る
が
、
朽
ち
果
て

る
運
命
の
も
の
も
多
い
。
町
の
宝

と
し
て
保
存
・
活
用
を
進
め
た
い
。

そ
れ
が
街
お
こ
し
に
つ
な
が
れ
ば

…
」
と
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
毎
月
第
三
日
曜
日
に
は
木
下

の
歴
史
を
学
ぶ
市
民
公
開
講
座

「
寺
子
屋
吉
岡
」（
会
場
は
博
物
館

2
階
）
を
開
催
。
ま
た
、
随
時
市

民
ウ
ォ
ー
ク
会
を
催
し
て
お
り

「
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

木
下
の
良
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

■問 
木
下
ま
ち
育
て
塾
（
■ＨＰ h

ttp
:/

/k
io
ro
sh
im
ach
iju
k
u
.w

e
b
.fc2
.co
m
/

）。

木
工
室
で
教
材
準
備
中
の
先
生
の

ご
厚
意
で
、
生
徒
の
作
っ
た
木
製

の
コ
ー
ス
タ
ー
や
ペ
ン
ケ
ー
ス
、

マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
な
ど
を
拝
見
。

い
ず
れ
も
木
の
ぬ
く
も
り
を
生
か

し
、
丁
寧
に
心
の
こ
め
ら
れ
た
製

品
で
、
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
の

明
る
い
笑
顔
で
学
習
す
る
姿
が
目

に
浮
か
ぶ
よ
う
で
し
た
。
同
時
に
、

教
職
員
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
支

援
の
姿
を
感
じ
ま
し
た
。

　
取
材
中
、
砂
川
教
頭
か
ら
「
市

民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
毎
年
9
月

に
行
わ
れ
る
学
校
公
開
日
を
は
じ

め
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
ぜ
ひ
当

校
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

そ
し
て
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
こ
と
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
い
う
話
を
伺
い
、
そ

れ
が
心
に
強
く
残
り
ま
し
た
。

■問 
印
旛
特
別
支
援
学
校
（
緯
碓98 
2

2
0
0
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.c

h
ib
a-c.e

d
.jp
/in
b
a-sh
/

）。

広報レポーター：
 阿部   純 （小倉台）
あ　べ じゅん 印旛特別支援学校

▲閑静な住宅街に隣接する印旛
特別支援学校の外観

▲高等部の生徒によ
る真心こもった作品

滑伊藤会長（左）の説
明で一階の展示コーナ
ーを見学。中には資料
がズラリ

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

臼ハイローベット＆チェア（４千円）②しおん幼稚園の制服・ブレザー・スカー
ト③しおん幼稚園の帽子一式④しおん幼稚園の赤バック⑤しおん幼稚園の体操
服⑥バストロンボーン（６万円程度）⑦碁盤（３寸足付き）と碁石セット（１千
円）⑧琴（楽器）⑨ノートパソコン（１万円）⑩電子レンジ（４千円）。

①大森小学校男子体操服②ピアノ（アップライト）③印西中学校の女子用制服と運動
着④しおん幼稚園男児、女児用ジャージ、男児、女児用体操服（大きめサイズ希望）
⑤天神幼稚園男児、女児制服、ブラウスなど⑥犬用乳母車⑦  ベビーカー⑨補聴器。

葛二階では年4回に分け
「寺子屋吉岡」を開催

▲「吉岡まちかど
博物館」の外観

▲「いんば祭」で
にぎわう校内


